166自治体を含む3,658名のタバコ対策担当者様、名刺交換・講演・原稿依頼をされた方
　禁煙推進学術ネットワーク、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の会員の皆さまへ（bcc:3201-3658）
　　  　産業医科大学　大和より（転送歓迎。不要の方は「不要」と返信して下さい）

１）車内で加熱式タバコを喫煙した場合の同乗者の曝露
　メルマガの読者から、標題の状況について質問が寄せられました。
　昨年１月に加熱式を喫煙する人の協力を得て、車内で実験しました。
　加熱式を喫煙すると白いエアロゾル（ミスト）が呼出されます。
　粒子のサイズ別に測定するパーティクルカウンターで計測したデータを添付して返信しました。

２）都会で狭い場所に喫煙所を作らざるを得ない、どうしたら良いか？という質問
　喫煙所を作ることを私は推奨してはおりませんが、2,000万人の喫煙者が生活する日本。
　どうしても、という場合のアイデアを添付しています。
　エアコンなし、空気清浄機もなし。送風機のみですからランニングコストは低く抑えられます。
　道路の脇に作って、車道側に排気すればよいです。
　　（ベストは喫煙所なし、です）
　
３）加熱式タバコと水タバコに関するシンポジウム（３回目の案内です）
　最近、急速に増えてきた水タバコ（シーシャ）バーについて、初めて（多分）のシンポジウムです。

　第6回禁煙推進学術ネットワーク学術会議
　『シン・たばこ対策　ここまでわかった加熱式たばこと水たばこ』
　日時：2024年11月16日（土）10:00-18:00
　会場：国立がん研究センター築地キャンパス（東京都中央区築地5-1-1）
　　　　研究棟1階　大会議室（現地＋ライブ配信）　※オンデマンド配信はございません。
　プログラムと参加登録：https://www.tcr-net-6th.jp/index.html
　参加費：医師・研究者　３,０００円、それ以外　１,０００円
　主催：（一般社団法人）禁煙推進学術ネットワーク
　共催：日本疫学会、日本臨床腫瘍学会、日本歯周病学会
　後援：国立研究開発法人国立がん研究センター

　現在、200名が参加予定とのこと。Webだけでなく、現地参加も可能です。
　後日の配信はありません。ぜひ、登録して加熱式タバコと水タバコの最新情報を得ましょう。
　当研究室の姜英（きょうえい）講師と6月に測定した結果を発表します。
　店内の環境がいかに汚染されるか、そこで働いている人にどんな影響が出るか、
　きっとビックリすると思います。予告写真を添付します。乞うご期待。
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・屋根に傾斜をつけて、高い方の壁の一部を抜き、天井に送風機を設置

・送風機が濡れないように庇をつける

・排気を車道側、あるいは、動線と反対方向に排気

都会の安価な公衆煙所（えんじょ）の案
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